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　スマートフォンを用いていつでもど
こでも手軽に日本語を学ぶ─外国
人向けの日本語会話学習分野で、AI
を用いた実践的な会話学習をサポー
トするのが、NTTドコモの日本語会
話トレーニング支援プラットフォーム

「Japanese Language Training AI」
である。
　教科書的な例文の暗記や正しい日
本語の発音かどうかよりも、実際のビ
ジネス現場で大切な「伝わる発音か」

「伝わる言い回しか」を重視。これら
は従来、人にしか教えることができな
かったが、NTTドコモが独自開発し
たAIが発音判定と表現判定を行う。
仕事で必要な会話力・伝わる度合い

　工場などでIoTの活用を進める際、
セキュリティパッチが当てられないレガ
シー機器など、施設内のネットワーク
セキュリティが課題となっている。東芝
インフラシステムズの「CYTHEMIS」 

（サイテミス）は、コストを抑え簡単にシ
ステムのセキュリティ対策を実施でき
るデバイスおよび管理システムである。
　具体的には、PCやネットワーク
接続機器、監視カメラやIoTデバイ
スなどエンドポイントのLANの口に

「CYTHEMIS」端末を挟む。
　このデバイスを通じて管理システム
からエンドポイントに相互認証機能
を与え、通信を暗号化することでシス
テム全体のセキュリティを保つ。

仕事で使える日本語力の取得をAIがサポート

施設内ネットワークを守り、安全なIoT活用を実現

を見える化し、外国人人材と日本の
職場をつなぐ。
　接客マニュアルをアプリに収録して
活用するなど、顧客ごとにコンテンツ
のカスタマイズが可能な点もユニーク
である。
　すでに海外の教育機関や国内の
企業で導入されている。外国人スタッ
フの自立学習が可能となり、企業が

　これまでOSのサポートが切れるた
びに多くの機器をリプレースする必要
があったが、レガシー機器も使い続
けることができ、安全なIoT化を推進
することが可能となった。

認証には、通信元、通信先を厳格

直接かかわる教育時間が半分になっ
た例もある。

に認証し、つなぎたい相手とだけ通
信を認める暗号化技術を使った相互
認証ソリューションを活用。また、管
理システムにICカードを使うことで、
重要な設定変更へのアクセス権管理
を強化している。
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エンドポイントに外付けするデバイスと
管理システムを組み合わせて施設内機器のセキュリティを守る

＜デバイス＞
＜管理画面＞

＜例えば＞
・ファイアーウォールが破られてもエンド
ポイントで守る
・認可されたデータのみ通信できるので、
仮に内部感染しても感染が広がらない
・信頼できる相手と信頼できる通信のみ
行うので、IoT機器なども安心
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